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Figure 1 相互独立的自己観（A）と相互協調的自己観（B）の自己観（太い X が自




























































































































Table 1 自己向上尺度項目の因子分析結果．（主因子法 バリマックス回転）Chron-
bach’s α＝.80





































い」という気持ちを持って行動を改善する。 0.73 0.59 0.60**
2．失敗した自分を情けなく感じ，次の成功のた
めに力を注ぐ。 0.66 0.46 0.53**
3．その集団にいるために自分のどこが足りない
のかを考え，落ち度のないように行動する。 0.65 0.50 0.64**
4．自分の責任を果たせなかったことを反省し，
補うような行動をする。 0.54 0.32 0.48**
5．満足いかない結果に対し，原因を探して同じ
結果にならないように備える。 0.53 0.34 0.37**
6．自分が周囲より劣っている部分を無くそうと
がんばる。 0.52 0.44 0.64**
7．自分が周囲と異なる部分を無くそうとがんばる。 0.76 0.59 0.46**
8．周囲から「ういている」と感じたら，自分の






をする。 0.54 0.40 0.55**
11．自分の考えが周囲と食い違ったら，自分の考
えを修正しようとする。 0.52 0.30 0.40**
12．自分よりできる人の行動を見習って，自身の
向上に役立てている。 0.78 0.69 0.40**
13．自分と模範的な人物の差異を認識し，少しで
も近づくための努力をする。 0.70 0.62 0.52**
14．他の人の良い行いに対して自分を省みて，そ
の人のまねをしてみる。 0.53 0.35 0.48**
15．なぜ周囲が自分を批判するのか分からないと
感じることがある。（R） 0.59 0.36 0.35**
16．その集団には，自分には理解できない考え方
の人が多いと感じる。（R） 0.57 0.34 0.34**
17．他の人から批判されても，めったに反省しな
い。（R） 0.43 0.31 0.50**
回転後の負荷量平方和 2.61 2.24 1.53 1.06
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